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令和５年度工事監査の結果に関する報告について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第９項の規定に基づき、

令和５年度工事監査の結果に関する報告を次のとおり提出する。
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１ 監査の対象

道路環境整備工事（宮益坂）その１

（１） 道路環境整備に伴う設計等業務委託（宮益坂・道玄坂）【令和４年度】

（２） 道路環境整備工事（宮益坂）その１【令和５年度】

詳細は、別表「道路環境整備工事（宮益坂）その１ 契約一覧」のとおり

２ 監査の期間

令和５年９月１９日（火）から令和６年３月６日（水）まで

３ 監査の基本方針

渋谷区監査委員監査基準（令和２年２月２６日監査委員決定）第１５条の規定に

基づき、区が実施する工事等を対象として、計画、設計、積算、施工等の各段階に

おいて、主として技術面から当該工事等が適正に行われているか監査する。

４ 監査の着眼点

工事監査の着眼点は、次のとおりとする。

（１） 工事の計画及び設計は、妥当かつ現場の状況に適合しているか。

（２） 積算の基準及び方法は、適切か。

（３） 仕様書及び設計図は、的確に作成されているか。

（４） 契約事務は、適正に行われているか。

（５） 施工及び工事監理は、適正に行われているか。

（６） 検査及び支払は、適正に行われているか。

（７） 設計、工事監理等の業務委託契約の内容は適正か。

５ 監査の方法

（１） 書類審査

関係書類を審査するとともに、所管部から工事概要の説明を聴取し、監

査を実施した。

（２） 現場実査

工事現場において、施工状況を関係者から聴取し、工事状況の監査を実

施した。
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（３） 技術調査

公益社団法人大阪技術振興協会に技術調査を委託し、専門技術的事項に

ついて調査を実施した。

６ 技術調査の結果

公益社団法人大阪技術振興協会へ委託した技術調査では、総括的所見として、

計画、設計から施工まで、特に問題となるところはない、との結果であったが、

個別の評価、助言として、以下のようなものがあった。

（１） 道路幅を増やすことなく、路上駐車、通過交通量を減らすことにより車

線数を４車線から２車線に減らし、歩道を広げる計画としており、コスト

管理を意識した計画であり、現場状況に適合した経済的設計となっている。

（２） 本件工事区間について、今後予定されている美装化工事によって部分的

に完成形になった時点で、一般の通行者を含む関係者の意見を再ヒアリン

グし、他区間の設計に反映させ、さらに、事業目的に適合した設計として

いただきたい。

（３） 報告書における写真について、測定する構造物の全体が見えないものや

立会者が写っていないものがあった。写真毎にその目的に合致するよう撮

影することを指導されたい。

（４） 近い将来、本事業で車道と歩道がフラットになることを、マーキング、

ＱＲコード等により、歩行者に分かるよう表示することを望みたい。

（５） 工事の品質・出来栄えだけで満足することなく、ごみ収集の場所になっ

ているところもあることから、汚れやすい箇所、特に歩道との境界でもあ

る車道路肩の美化に努められたい。

７ 監査の結果

計画、設計、積算、契約、工期の設定、施工管理、設計変更等は、おおむね適

正に行われていた。

（１） 計画

宮益坂・道玄坂は、渋谷駅中心地区の魅力を支える基盤であるとともに、

駅から周辺地域につながる歩行者ネットワークを担う重要な路線でもある

ことから、歩行者が歩いて楽しい歩行者優先の空間を目指し、関係機関、学

識経験者及び地域で活動する方々と検討を重ね、出された方向性を基に事
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業目的に適合するよう全体計画の素案が作成されていた。

路上駐車の削減、通過交通の削減を誘導するため、社会実験により各種方

策を効果確認しながら長期を見据え進めており、計画的な事業である。

今回の工事は事業の具体化に向けた最初の本格的な工事であり、沿道の

建築計画と調整しながら事業を進め、今後、多段階の工事を経て完成に至る

予定である。

（２） 設計

段階施工途中であり今回の工事では未完成であるが、完成時点では、車

線を減らして歩道幅を広げることで現在の歩行者混雑の多くが解消され、

車椅子やベビーカーが群衆に巻き込まれることが防止される、バリアフリ

ーに配慮した設計となっていた。

（３） 積算

中堅職員が積算し、その上位者が照査している。工事費の一例を査閲し

た。積算根拠は明確であった。

（４） 契約

各契約に関する業者の選定、入札、契約に関する手続は、適正に行われて

いた。

（５） 工期の設定

特記仕様書に示されているとおり要領に基づいて適切に設定されていた。

同時施工を計画していた警察施行工事が取りやめとなったこと等により、

予定より早期に現場作業が完了していた。

（６） 施工管理

工事期間中１件の騒音苦情があったが、お詫びと短時間で完了する旨説

明し、了承を得ていた。施工方法の指示は近隣住民等に配慮しており、適

切であった。

（７） 設計変更

工事着手前の照査において設計書と現地に一部差異があった。差異があ

った箇所は設計変更が行われていたが、設計変更に関する手続は、適正に

行われていた。

なお、交通誘導警備員数についても適正に設計変更が行われていたが、

この点については「８ その他の所見」において詳細を述べる。

（８） 現場発生材の処理
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残土等の現場発生材は、再利用できる材料と処分場で処分する材料とに

仕分けして、再利用できるものは「建設副産物情報交換システム」に登録

し、再利用の促進を図り、再利用できない汚泥等は処分場で適正に処分さ

れているとの説明を受けた。

（９） 環境保全

使用する機械や工法の選定にあたって排気ガス・騒音に配慮される等、

環境保全について適切に対応されていた。

（10） 安全管理

安全対策については、特に気づいた点はなかった。今後の工事について

も十分な安全対策を講じて無事故で実施されたい。

８ その他の所見

今回の監査において、工事工程表に比して約２か月早く現場施工が終了した

ことに関し、当該工事に係る交通誘導警備員数の減について、設計変更に当た

るか否か実地監査の時点で不明であったことから、文書による事情聴取を行い

明らかにした。

工事請負契約書契約条項（以下「条項」という。）第１条第１項では、発注

者及び受注者は、この約款に基づき、設計図書に従い、日本国の法令を遵守し、

この契約を履行しなければならない旨規定している。また、条項第１条第３項

では、仮設、施工方法その他工事目的物を完成するために必要な一切の手段に

ついては、この約款及び設計図書に特別の定めがある場合を除き、受注者がそ

の責任において定める旨規定している。「特別の定め」についての規定は、渋

谷区工事施行規程（令和２年訓令甲第１３号）第１０条に基づき土木部長が定

める「渋谷区土木部特記仕様書作成要領」において、「契約書でいう特別な定

めがある場合とは、発注者が設計図に仮設の構造、規格、寸法等の必要事項を

明示する場合」としている。

本件工事は、設計図に交通誘導警備員に係る明示をしていないため、「特別

の定め」には当てはまらず、交通誘導警備員の数量は発注者ではなく受注者の

責任により決定する、というのが所管部の見解であった。

一方、設計図書の変更について、条項第１９条では、「発注者は、必要があ

ると認めるときは、設計図書の変更内容を受注者に通知して、設計図書を変更

することができる。」と規定しており、請負代金額の変更方法については、条
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項第２４条第１項において、「請負代金額の変更については、発注者と受注者

とが協議して定める。」と規定している。さらに、当該契約書特記仕様書１０

において、「設計変更等の具体的な考え方や手続きについては、「工事請負契

約設計変更ガイドライン（土木工事編）」（東京都）によるものとする。」と

規定しており、この設計変更ガイドラインの中で、「発注者は、必要があると

認めるときは、設計図書の変更内容を受注者に通知して、設計図書を変更する

ことができる。」場合の事例として、「関連工事との調整により、変更する必

要があると認める場合」を挙げている。

今回、現場施工が予定より早く終了した理由の一つに、当初予定していた警

察施行工事に係る配管敷設工事の取りやめがある。所管部は、配管敷設工事の

取りやめに伴う交通誘導警備員の数量及び金額について、条項第１９条「発注

者は、必要があると認めるとき」及び上記事例「関連工事との調整により、変

更する必要があると認める場合」に合致するとして、条項第２４条第１項に基

づき受注者と協議を行い、減量及び減額の変更手続を行ったことは適切な判断

であったと考える。

今後も、関係する渋谷区工事施行規程、条項等に照らし合わせ、必要に応じ、

適時適切に設計変更することを願うものである。

９ まとめ

監査対象とした道路環境整備工事（宮益坂）その１は、渋谷駅周辺で「百年

に一度の再開発」が進む中、人が行き交う大山街道（宮益坂・道玄坂）に再注

目し、開発に連動させ、歩道の拡幅、車道と歩道の段差をなくすなどの工夫に

より、歩行者中心の道路空間を目指して、関係機関と協議・検討を重ね計画さ

れた道路環境整備工事の中の一工事である。

監査の結果、計画、設計から施工まで、おおむね適正に行われており、加え

て、苦情がほとんどなく、早期に現場施工を終了させたことは評価に値する。

本件監査対象工事に引き続く今後の工事においても、経済性、効率性、安全

性を考慮した工事となるよう努められたい。

残された道路環境整備工事が、無事故で予定どおり進み、街を行き交う人々

にとって、快適な歩行空間となることを期待する。
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別表

道路環境整備に伴う設計等業務委託（宮益坂・道玄坂）【令和４年度】
契約金額（変更前） 26,257,000円
契約金額（変更後） 23,727,000円
契約年月日（変更前） 令和4年9月27日
契約年月日（変更後） 令和5年2月27日
履行期限（変更前） 令和5年3月31日
履行期限（変更後） 令和5年3月31日
受託者 パシフィックコンサルタンツ株式会社 首都圏本社
契約方法 随意契約（地方自治法施行令第167条の2第1項第2号）
委託概要 道路環境整備に伴う設計等業務委託（宮益坂・道玄坂）

契約金額（変更前） 96,743,295円
契約年月日（変更前） 令和5年7月25日
工期限 令和6年2月5日
請負者 東栄建設株式会社
契約方法 制限付一般競争入札

工事概要 次の道路舗装工事を行う。

道路環境整備工事（宮益坂）その１　契約一覧（令和５年１０月１０日現在）

道路環境整備工事基本・実施設計業務委託

道路環境整備工事（宮益坂）その１【令和５年度】
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